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濃縮度試験報告書

料名　　〔試料燃K－B2）

　　　　　メチルスチレン

造　式

　　　　G　H5C＝CH2

　　　　　　ゆ

同定　　工Rスペクトル（図一17参照）

性　状

　外　観：無色透明液体　沸点〔℃）：161～162

　態度〔％）：99以上比重：O、9154
　溶解性：対水一不溶

　　　　　対二硫化炭素，メタノール，アセトンー10日00p即

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

試験期間　　昭和54年5月11日～昭和54年8月50日

試験方法及び条件

1難三｝一一一・旗…坊

五1　T　L皿試験

　（a）試験魚

　　　　　ヒメダカ　平均体重巳22g　塩化第二水銀検定合格魚秀

　　　　＊田端健二二：用水と廃水14，　1297－1505〔1972）

　〔b〕　溶解法〔分散剤及び分散法）

　　　　分散剤

　　　　　ツィーン8臼

　　　溶解法（分散法）

　　　　供試物質1gとツィーン8020gを混合し、スターフーで撹

　　　　　搾しながら徐々に水を加えて全量を11にし1000pm

　　　　　tW／V〕の原液を調製した。

　　（c）試験温慶

　　　　　25士2℃

　　⑥　試験結果

　　　　　48時間7Lm値：6．8P皿しW／▽）

　　　　　　　　　　　　　　　〔図一5参照）
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　（a）

　濃縮度試験

　　試験条件

　　水系理境調節装置　流水式

　　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　試験水槽　ガラス製

　　　容　量　1001

　　　流水量11521／日

　　　原液＝希釈水＝2ml／分　：　800皿1／分

　　　コイ　平均体重　28・1g

　　　　　　平均体長　1α4c皿

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10迎m塩酸クロロテトヲサイクリン水溶液で

　　　　24時間薬浴を行った。

　（2）　順　　化

　　　　25℃X14日間

　　　51＠に同じ

　　　25±2℃
（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一15及び16参照

（b）試験魚

（c）外部消毒及び順化

（d）溶解法〔分散剤及び分散法）

（e）試験温度

（9） 水槽濃度

設定理由：精度よく定量できる濃度は、約4PPm〔図一4参照）

　である。水分析時の前処理操作にむいて200倍濃縮して回収率

　が81．8％であり、予備飼育5佃間の結果より水槽濃度の低下を

　2日％と見込み、第2濃度区の水槽濃度をa05卿と設定した。

　第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

（計算式）
　　　　　　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　幸〔工03　亘pm一になる。
　　　2000　　　8て．8　　　 80
　　　　　　×　一　×　一　　　　10　　　　100　　　100

　設定値
　　　　　　（単位ppmW／v）

　　　　　　　　　　　　　1
虜，護諾讐饗一！

第2濃度区 巳・3 纐､6

実測値

　表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度〔単位p即W／V）

r’一 H亘」一”　　冒t6－W18W1
卸
簸
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1嘩膿皮区
巳0250
leo2

Ili…蕪駄圖
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　　（a）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装　　　置

　　ガスクロマトグヲフ　型一日本電子　〔｝C－20K

　カ　　ラ　　ム

　　25勇シリコンDC　550／クロモソルブW（80～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100メッシ5）

　　　2皿×2皿φガラス

　カラム温度

　　126℃

　キャリヤガス

　　窒素

　検　出　器

　　F工D

（b）　分析試料の前処理

（、〉魚体　「証百司

　・体重，体長測定

・細片化

←1N一水酸化カリウム　150mユ

←塩化ナトリウム　50g
一←シリコーンオイル　2ml

・蒸留装置（図一18参照）に連結

・徐々に加温しながら留出液を二硫化炭素20皿1

　で捕集

i　　　　　　　　　　　　　　　．1
　一噛　　一　丁一一一，’

　　　　1
　　　　1
　　　　1・振とう
　　　　礒置

　　　　じ　　　　1←謝一塩酸5凪
　　　　l

t二硫化炭素層
t

　　　　！

　　　　1　　　　　・ろ過

　　　　　・濃縮10ml
　　　　l．カラムク・マトグラが瞳節）

　　　　！　＊分画条件は別途記述

、」辮霊一・・

醒郵

励留蘇（15・皿）1
　　　｝



カラムクロマトグヲフの条件

　クロマト管　　20皿nφガラス製

充てん剤　シリカグル5％含水10g〔和光純薬製）

　　　　　　　　〔二硫化炭素で充てん）ワコ吻C－200

　　　分画法：第1画分　二硫化炭素　20ml

　　　　　　　第2”　　　　20ml
　　　　供試物質は第2画分に溶出する。

（2）　試験水

　　　　　　1試験刑

　　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区

　　　　　　　　　　・採水　　　　　200ml

　　　　　　　　　　l←塩化ナトリウム　　50g
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　←二現化炭素　　　50皿1

　　　　　　　　　　・振とう

　　　　　　　　■’龍

＿⊥＿1＿一＿＿．．
1水層u二硫化炭調
　マ｝一｝一一　｝’…一i’『一』

　　　　　　　　　　・ろ過

　　　　　　　　　　・濃縮5ml

第2濃度区

　200O　ml

　　5009

　200m1

　　　　・定容10皿工〔二硫化炭素）

　　ラ　　ヨll．！三三．登一1

　41　供試魚の状態：外観観察結果一正常

　42　濃縮度試験の結果

　　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率
　　　　ラモ

ヰ　試験結果

参考値：（）で表示

なか試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次のとお・ウである。

ヨラ　　　　ラコロ @　ララ　　ラヒラ　ロコココド　　　　ロい　　ロ

　　　　　　　1魚体中濃度〔pμ1）
＿＿一一一＿．＿．－＿＿＿一．1一　一．＿＿．．甲一．＿■一　　r＿

　　　　　　　！

精度よくｫt7以上
　できる範囲　1
　　　　　　　…
　　　　　　　…

　　　　　　　ド
区a1以上1
　　　　　　　1c
区78以判1。。
　　一一＿＿＿一⊥一＿＿

塑造貌⊥動勤些些＿
A

×

D

E　×　F

一・一一一一一一一一一
¥『・一一・一一一一一一’ ．＿一＿＿一一．　＿＿＿＿＿＿＿L

1
第1区8．1～α26

鑓値の範囲lt7～α055
@　　　　　i 第2区78～25

「
　　　　　　｝
ﾌ出限界副α・55以下 第1区巳26以下

謔Q区25以下

A
B
C
D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　E　x　F

精度よく定量できる濃度＝4　　P即（図一4参照）

検出限界の濃度〔S／凹＝2）＝a127ppm（図一4参照）

回収率＝7Z6多　　　　　　　　　　　　　E最終液量　：　10m1
魚体重　：　50　g
　　　　　　　　　　　　　F　分取比　：　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


